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松坂流しの本番を前に、７月２４日、松坂協会
の方々を体育館にお迎えし、学年ごとに新津松坂
の踊り方の指導を受けました。小学校で踊った経
験がある生徒もひとつひとつ足の運びや振りを確
認しました。

２０２４年 にいつ松坂流し

８月１６日夜、本町通りに当番屋台が置かれ、例年
より大人数なお囃子隊が立ちました。笛の音太鼓の音
が響き渡り、歌い手さんが名調子で声を響かせる中、
着流し編み笠姿も居る大人の列に一中生も部活ごとに
ユニフォームや浴衣などを着て踊りの輪に加わりまし
た。約３００人の一中生が列に並ぶと松坂流しも若々
しさが増します。一中生、今年はいつも以上に踊りが
正確で上手だったように思えます。

『セカンドハウス』オープン！
9月８日（日） 体育祭
開会宣言を聞いて間もなく、一時ス

コールのような大雨が襲いました。しば
し競技は中断し雨が止むのを待ちました。
再開後はスピーディーに行動し、生徒は
一つひとつを元気に楽しんでほぼ予定通
りに終えることが出来ました。

～～ 第２回アルミ缶回収 ～～

１０月２日（水）～４日（金）
７時４５分～８時１５分 生徒玄関前

おねがい
スチール缶は回収しておりません。

よく水洗いをしてつぶして持ってきてください。

中高生など若者が勉強や交流を楽しめ
る、そんな居場所があったら…。昨年度
の新津中央コミュニティ協議会で開催さ
れた未来ビジョン会議で出された地元の
若者の声から、新津地域交流センターに
『セカンドハウス』が生まれました。名
前には「第二の家のような場所に」とい
う一中生の思いが込められています。
７月２５日、オープニングセレモニー
では実行委員として関わった新津高校生
と３名の一中生がリボンにハサミを入れ
ました。



N-1ステーション ON AIR
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MC FMにいつパーソナリティ 土屋正也さん

地域教育コーディネーター 池野直子
菅井葉子

０９０－８８７５－２８１４（直通）
０２５０－２２－３６２２（学校代表）

スマートフォン
などで読み込む
と、カラーで見
ていただけます
よ！

BSよしもとの「発信Liveジモトノチカ
ラ！」という番組内の「市町村長うた
自慢まち自慢」で、「あなたに出逢え
たこの町で～にいつのうた」を長崎秋
葉区長と合唱部、この歌の生みの親の
「チームあな町」の皆で唄いました。
録画は７月１７日、放映８月１２日で
した。

８月２３日 はさぎ作成風景

赤連合３年 竹内琉翔、眞水裕伍
青連合３年 戸松匠介、笠原颯雅
黄連合３年 江口空、長谷川茉音

来年の体育祭
も恥ずかしが
らずに声を出
して積極的に
楽しんで！

９月１２日 全学年で稲刈り

BSよしもとの番組に出演

実りの秋 ～ 地域の皆様と

各学年2グループずつに分かれ
て、学校からコメリの裏の一中
田に向かいました。２年生から
１年生、そして午後からは３年
生が稲を刈り、はさぎに掛けて
干しました。
この日は天候が変わりやすく、
朝は激しい雨でスタートが遅れ、
午後は厳しい暑さの中での作業
となりました。みんな、ご苦労
様でした。

稲刈りに先駆け、一中田脇に単
管を組み立てて、はさぎを作成し
ました。学校職員に加え、大勢の
地域のボランティアの方々が手
伝ってくださいました。ありがと
うございました。


